
　
木
原
町
の
佐
賀
県
境
は
、
国
道
　
号
と

35

J
R
佐
世
保
線
を
横
切
っ
て
い
ま
す
。
県

境
に
は
 里
  道
 の
細
い
 小
  路
 が
あ
り
、
脇
の

り
 ど
う
 

こ
う
 じ

草
む
ら
に
集
落
の
共
同
祈
願
で
あ
る
「
道

切
り
祈
祷
」の
白
木
と
、 御
  幣
 が
建
て
ら
れ

ご
 へ
い

て
い
ま
す
。
昔
か
ら
全
国
の
村
々
で
行
わ

れ
た
の
で
村
祈
祷
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
祈

願
は
、
科
学
知
識
が
乏
し
か
っ
た
時
代
の

村
人
の
、
真
剣
で
切
実
な
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
村
と
い
う
集
落
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
言
わ
ば
運
命
共
同

体
で
し
た
。
干
ば
つ
も
洪
水
も
み
ん
な
で

し
の
ぎ
、
豊
作
の
喜
び
も
田
畑
の
管
理
も

す
べ
て
共
有
し
た
部
分
が
多
か
っ
た
の
で

す
。
な
か
で
も
恐
ろ
し
か
っ
た
の
が
疫
病
、

つ
ま
り
 悪
  霊
 の
仕
業
で
起
こ
る
と
考
え
ら

あ
く
 り
ょ
う

れ
て
い
た
、
は
や
り
 病
 で
し
た
。
道
切
り

や
ま
い

祈
祷
は
、
村
に
と
っ
て
の
 外
  界
 か
ら
悪
霊

げ
 か
い

の
進
入
を
防
ぐ
お
ま
じ
な
い
な
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
四
年
に
三
川
内
地
区
で
行
わ

れ
た
市
教
育
委
員
会
の
民
俗
調
査
に
よ
る

と
、
災
難
よ
け
、
雨
 請
 い
、
虫
送
り
、
道

ご

切
り
、
風
祭
り
の
祈
祷
は
、
毎
年
一
、
五
、

九
月
の
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

県
境
に
立
っ
て
い
る
白
木
に
は
、
最
初
に

仏
を
示
す
 種
  子
 （
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
）、

し
ゅ
 じ

次
い
で
「
奉
転
読
大
般
若
経
　
十
六
善
神

　
三
十
番
神
　
町
内
安
全
五
穀
成
就
祈

修
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
神

と
仏
を
 合
  祀
 す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
習
俗

ご
う
 し

で
す
。

　
明
治
維
新
で
は
、
国
家
神
道
を
 国
  是
 と

こ
く
 ぜ

し
、
厳
し
く
神
仏
分
離
策
が
実
行
さ
れ
、

 権
  現
 さ
ん
や

ご
ん
 げ
ん

 大
  明
  神
 

だ
い
 み
ょ
う
 じ
ん

、 祇
  園
  宮
 な
ど
が
姿

ぎ
 お
ん
 ぐ
う

を
消
し
、
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
真
言
宗
や

天
台
宗
の
寺
の
中
に
は
廃
寺
と
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
祈
祷
を
し
て
い
た
 修
 
し
ゅ

 験
  道
 の
 山
  伏
 は

げ
ん
 ど
う
 

や
ま
 ぶ
し

廃
絶
さ
れ
、
明

治
十
年
代
の
半

ば
に
復
活
す
る

ま
で
長
く
消
滅

し
た
ま
ま
で
し

た
。（

筒
井
隆
義
）

●２６ 

第498回

県
境
の
道
切
り
祈
祷
（
木
原
町
）

み
ち
 
き
 

き
 
と
う

1月26日は「文化財防火デー」
「歴史の案内人」である文化財を火災から守りましょう！

　昭和24年1月26日、奈良県の法隆寺 金  堂 の火災によって、
こん どう

世界的な至宝と言われた壁画が焼失しました。このような
被害から文化財を守るため、消防庁と文化庁では、昭和30年
にこの日を「文化財防火デー」と定め、毎年、文化財防火運
動を全国的に展開しています。
　わが国の文化財は、燃えやすい紙や木材で作られたもの
が多く、常に火の危険にさらされていますが、先人たちが長
い歴史の中で築き上げてきた「歴史の案内人」ともいえる文
化財を次の世代へ継承していくことは、現代に生きるわた
したちに課せられた義務だと思います。
　本市には、平成10年に国から重要文
化財の指定を受けた「黒島天主堂」をは
じめ、県指定文化財の「 楠  本  端  山 旧宅」

くす もと たん ざん

などがあります。
　ことしも文化財防火デーに合わせ、
消防署と消防団が合同で消防訓練を行
います。貴重な財産である文化財を灰
にすることがないよう、市民の皆さん
のご理解とご協力をお願いします。 ▲昨年の黒島天主堂で

　の消防訓練の様子
●お尋ね
　消防局予防課（緯0956-23-9256）

●おわびと訂正 12月号の6ページ中、問３６の①は「10万7千冊」とありましたが、
「47万8千冊」の誤りでした。おわびして訂正します。

士人のうごき (12月1日現在)
煙総人口
煙 男
煙 女
煙世帯数

256,493人
120,520人
135,973人
100,700世帯

(-87)
(-45)
(-42)
(-12)

11月中の
うごき

転入524 転出622

出生222 死亡211

士見て、聞く
　させぼ市政だより

毎週土曜日放送（約5分間）

NBC

NCC

NBC毎週日曜日 9時25分

FM長崎毎週火曜日 9時05分

毎月第2、4水曜日広告欄

第3月～土曜日18時45分

煙テレビ

煙ラジオ

煙長崎新聞

煙テレビ佐世保

NIB

KTN

11時35分

11時40分

9時25分

11時40分

土金木水火月日

654321
消防出初式官庁仕事始め

新年交歓会

宇久地区成人式
典

元日
初日の出クルー
ズ

13121110987
はっけん！たいけ
ん！すいぞくかん！、
動物獣舎探検隊、
科学工作教室
（いずれも27日も）

発明相談させぼ男女共同
参画セミナー
（18、23日も）

中小企業金融公
庫出張相談

成人の日成人式典

小柳賞佐世保シ
ティロードレー
ス大会

20191817161514
高齢者虐待防止
講演会

高校卒業予定者
合同企業面談会

みんなよっとい
でー！（24日も）

保育所体験（20
日も）

市立総合病院の
健康教室

子育て支援親子
遊び

バラの冬期管理
講習会

子どもラジオ工
作教室

27262524232221
女性の悩みごと・
子どもの人権相
談所、パソコン
教室、障害者作
品展～30日

文化財防火デー協働によるまち
づくり講演会

子育て講演会医師による健康
講話

松の手入れ教室

児童管弦楽団定
期演奏会

毎月第1水曜　中小企業金融公庫出張相談
　※1月は第2水曜
　　　　　（13時～15時、佐世保商工会議所）

毎月第2金曜　発明相談
　　　（10時～15時30分、市役所商工労働課）

31302928
自然観察会

ツルの北帰行観
察会

1●お茶の間トーク
11月20日　黒島地区
11月27日　福石・木風地区
12月13日　天神地区

1●2月上旬の主な行事予定
1 1日　バレンタインZOO　～14日
1 2日　スピカまつり　～3日
1 3日　パソコン教室、ホームページ教室（10日も）
1 7日　みんなよっといでー！
 10日　親子おもしろ工作教室、科学工作教室、動物獣舎探検隊

●２７ 

月07.

■救急・火災
　●医療機関案内‥‥‥‥緯0956ー23ー8199
　●火災情報‥‥‥‥‥‥緯0180ー999ー999
■エイズ相談・性感染症相談
　●専用相談電話‥‥‥‥緯0120ー104ー783
　●Eメール  ‥‥ shc783@city．sasebo．lg．jp
■教育相談
　●青少年教育センター‥緯0956ー22ー0077
　（毎月第3日曜の13時～16時には、休日教育
　　相談を受け付けています）
■女性相談
　●スピカ‥‥‥‥‥‥‥緯0956ー24ー6180
　（水曜と祝日を除く毎日、9時～16時）

■消費生活相談
　●市消費生活センター‥緯0956ー22ー2591
　（土・日曜、祝日、年末年始を除く毎日、
　　　　　　　　　　　  8時30分～17時15分）
■1月の健康テレホン
　●県保険医協会‥‥‥‥緯0956ー23ー4300
 　※3分間のテープで、祝日は前日の内容が流れます
月→家庭血圧　 　　火→ 膝 関節の手術

ひざ

水→タミフルの効果と副反応
木→突然目が見えなくなる　
金→虫歯菌はどこから来るのか
土、日→陰茎がん
12月28日～1月4日→セックスがつらい

1


